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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
か
わ
ら
版
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

  

二
〇
二
二
年
か
ら
「
尾
張
名
古
屋
・
歴

史
街
道
を
行
く
ー
社
寺
城
郭
・
幕
末
史
—
」

を
お
送
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
名
古
屋

城
下
町
を
起
点
に
広
が
る
脇
街
道
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。
今
月
は
佐
屋
街
道
で

す
。

★
佐
屋
街
道
（
下
街
道
）

  

名
古
屋
城
下
町
は
東
西
南
北
の
脇
街
道

と
つ
な
が
り
ま
す
。
西
の
佐
屋
街
道
、
津

島
街
道
、
北
の
上
街
道
（
木
曽
街
道
）
、

下
街
道
（
善
光
寺
街
道
）
、
東
の
飯
田
街

道
、
南
の
常
滑
街
道
な
ど
で
す
。

  

脇
街
道
の
道
筋
は
周
辺
地
域
を
結
ぶ
要

路
で
あ
り
、
中
世
や
戦
国
時
代
に
築
か
れ

た
社
寺
や
城
郭
が
多
数
あ
り
ま
す
。

  

川
柳
に
「
八
剣
の
宮
を
渡
ら
ず
佐
屋
回

り
」
と
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
剣
宮
は
熱

田
神
宮
の
南
に
あ
る
社
で
あ
り
、
つ
ま
り

「
七
里
の
渡
し
」
を
指
し
て
い
ま
す
。
東

海
道
を
行
く
旅
人
が
海
路
を
避
け
て
佐
屋

街
道
を
使
う
こ
と
を
川
柳
に
し
て
い
ま
す
。

  

熱
田
か
ら
北
に
迂
回
し
て
佐
屋
街
道
に

向
か
い
ま
す
。
佐
屋
街
道
よ
り
西
側
に
進

路
を
妨
げ
る
よ
う
な
山
や
丘
は
な
い
の
で
、

佐
屋
街
道
が
で
き
た
頃
の
海
岸
線
が
か
な

り
北
寄
り
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

  

「
七
里
の
渡
し
」
の
海
路
は
悪
天
候
で

欠
航
す
る
こ
と
が
多
く
、
船
酔
い
や
足
止

め
を
嫌
う
旅
人
は
陸
路
で
佐
屋
宿
に
行
き
、

そ
こ
か
ら
佐
屋
川
を
下
っ
て
桑
名
を
目
指

し
ま
す
。
川
下
り
の
航
路
は
揺
れ
が
少
な

く
、
旅
人
に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。

   

宮
宿
か
ら
佐
屋
宿
ま
で
は
陸
路
六
里
、
佐

屋
宿
か
ら
桑
名
宿
ま
で
は
水
路
三
里
の
合

計
九
里
で
す
。
佐
屋
宿
か
ら
、
弥
冨
、
長

島
、
桑
名
ま
で
の
川
船
の
航
路
は
「
三
里

の
渡
し
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

  

全
体
の
距
離
は
「
七
里
の
渡
し
」
よ
り

二
里
長
い
う
え
、
船
を
使
う
の
は
わ
ず
か

三
里
で
す
が
元
賃
銭
（
船
賃
）
は
「
七
里

の
渡
し
」
の
倍
以
上
で
す
。
そ
れ
で
も
佐

屋
街
道
を
使
う
旅
人
が
多
か
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
脇
街
道
の
安
全
さ
と
快
適
さ
の
証
で

す
。

★
万
場
の
渡
し

  

宮
宿
か
ら
辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

  

一
八
四
八
年
の
諸
国
道
中
旅
鏡
の
宮
宿

の
項
に
は
「
こ
の
渡
は
木
曽
川
の
は
て
也
。

水
出
れ
ば
上
り
か
た
く
、
汐
さ
せ
ば
心
安

し
。
さ
れ
ど
も
雨
天
西
風
は
げ
し
け
れ
ば

船
止
る
。
佐
屋
え
廻
り
て
よ
し
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
紀
行
文
の
記
述

を
参
考
に
し
た
旅
人
も
多
か
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

  

岩
塚
宿
か
ら
「
万
場
の
渡
し
」
で
対
岸

の
万
場
宿
に
行
き
、
神
守
宿
を
経
て
佐
屋

宿
に
至
り
ま
す
。
神
守
宿
か
ら
分
岐
し
て

津
島
神
社
経
由
で
佐
屋
宿
に
入
る
経
路
も

あ
り
ま
し
た
。

  

各
地
に
上
街
道
、
下
街
道
と
い
う
呼
称

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
で
も
北
の
津
島

街
道
を
上
街
道
、
南
の
佐
屋
街
道
を
下
街

道
と
呼
び
ま
し
た
。
佐
屋
街
道
は
道
中
の

安
全
さ
が
好
ま
れ
、
女
性
が
盛
ん
に
利
用

し
た
こ
と
か
ら
姫
街
道
と
の
別
名
も
あ
り

ま
す
。

  

関
ヶ
原
の
戦
い
の
翌
一
六
〇
一
年
、
東

海
道
の
整
備
が
始
ま
り
、
伝
馬
宿
駅
制
が

敷
か
れ
て
佐
屋
街
道
の
原
形
が
で
き
ま
し

た
。

  

一
六
一
五
年
、
大
坂
夏
の
陣
で
徳
川
家

康
が
大
坂
に
向
か
う
際
も
佐
屋
街
道
を
使

い
ま
し
た
。

  

江
戸
時
代
初
期
、
佐
屋
街
道
の
管
理
は

尾
張
藩
が
担
っ
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
佐

屋
街
道
の
利
用
度
と
重
要
度
が
高
ま
る
と
、

寛
文
年
間
（
一
六
六
一
～
七
三
年
）
に
幕

府
道
中
奉
行
が
管
理
す
る
官
道
に
指
定
さ

れ
ま
す
。

  

佐
屋
川
の
川
底
上
昇
に
伴
い
、
一
七
七

二
年
に
佐
屋
船
会
所
は
川
浚
い
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
効
果
は
あ
ま
り
な
く
、
や
が

て
佐
屋
宿
は
渡
船
場
と
し
て
は
機
能
し
な

く
な
り
ま
す
。
一
八
〇
八
年
、
下
流
に
仮

会
所
が
置
か
れ
、
佐
屋
宿
廃
止
ま
で
使
わ

れ
ま
し
た
。

  

渡
船
場
は
下
流
に
移
っ
た
も
の
の
、
佐

屋
宿
の
賑
わ
い
は
変
わ
ら
ず
、
一
八
四
三

年
の
佐
屋
路
宿
村
大
概
帳
に
よ
る
と
、
本

陣
二
軒
、
脇
本
陣
二
軒
と
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。
通
常
の
宿
場
は
そ
れ
ぞ
れ
一
陣
ず

つ
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
の
佐
屋
宿
の

大
き
さ
が
伺
え
ま
す
。

★
蟹
江
城
攻
防
戦

  

佐
屋
街
道
の
南
に
蟹
江
城
が
あ
り
ま
す
。

  

蟹
江
城
は
永
享
年
間
（
一
四
二
九
～
四

〇
年
）
に
北
条
時
任
（
と
き
と
う
）
が
築

い
た
平
城
で
、
戦
国
時
代
に
は
本
丸
、
二

之
丸
、
三
之
丸
の
三
郭
を
擁
し
、
三
重
の

堀
で
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
城
の
大
手
門

は
海
に
面
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の

海
岸
線
の
位
置
が
わ
か
り
ま
す
。

  

今
川
勢
が
こ
の
地
域
ま
で
進
出
し
、
一

五
五
五
年
に
攻
略
さ
れ
ま
し
た
。
桶
狭
間

の
戦
い
で
今
川
義
元
が
討
死
し
た
後
の
一

五
六
七
年
、
織
田
勢
の
滝
川
一
益
が
奪
還

し
て
再
興
。
織
田
勢
の
北
伊
勢
進
攻
、
長

島
一
向
一
揆
鎮
圧
時
の
拠
点
と
な
り
ま
し

た
。

  

一
五
八
四
年
の
小
牧
長
久
手
の
戦
い
に

際
し
て
は
、
秀
吉
が
長
島
城
の
織
田
信
雄

と
清
洲
城
の
徳
川
家
康
を
分
断
す
べ
く
、

一
益
を
調
略
し
て
両
城
の
中
間
に
あ
る
蟹

江
城
を
奪
取
。

  

し
か
し
、
家
康
と
信
雄
の
大
軍
に
包
囲

さ
れ
、
篭
城
戦
の
末
に
落
城
。
翌
一
五
八

五
、
天
正
地
震
に
よ
り
壊
滅
し
ま
し
た
。

  

江
戸
時
代
に
な
る
と
蟹
江
の
町
は
佐
屋

代
官
所
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
商
業
や
交

易
の
町
に
変
貌
し
て
い
き
ま
す
。

★
津
島
街
道
（
上
街
道
）
と
津
島
神
社

  

来
月
は
佐
屋
街
道
の
北
側
を
通
る
津
島

街
道
（
上
街
道
）
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま

す
。
乞
ご
期
待
。




